
❻第41号  令和7年8月5日発行  組合だより

組合員資格の変更手続きについて

令和7年度  スタッフ紹介

発 行
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令和7年8月5日

第41号柏崎地域森林組合

組合だより組合だより

2025年4月19日　新道地内でICTシステム（GNSS測量）の紹介と
森林所有者と柏崎地区つなぐプロジェクトメンバーでコナラ苗の植栽が行われました。

次世代にこの木を使っていただけるように山を育てていきます

柏崎地域森林組合 総務企画課
お申し込み・お問合せはこちらまで

TEL 0257-22-6212  FAX 0257-22-6234
URL  https://kashiwazaki-fa.jp/

ホームページ

組合職員が林業を
様々な角度から
情報発信します。

活動の紹介をはじめ
組合に関する様々な
情報を発信します。

組合員がお亡くなりになった場合、または持分譲渡した場合は所定の手続きが必要になります。

人材の育成と組織の活性化を図るため4月1日付けで配置されました。
引き続き各課連携を取り業務を遂行してまいります。

1 組合員の方がお亡くなりになり相続する場合
 「相続による加入申込書」をご提出ください。（相続開始後300日以内に相続人が申請）

2 同一家族の後継者に持分を譲渡する場合
 「持分譲渡届。持分譲渡に伴う加入申込者」をご提出ください。

3 住所の変更、氏名、社名の変更などの場合
 「届出事項変更申請書」をご提出ください。（本人が申請）

業務課（造林・利用・販売・林産・共同施設）総務企画課（庶務・会計・企画・広報・指導ほか）

参　事 米山　　純

課　　長 若月　智美 ◎  ●
書　　記 柄澤　　萌
書　　記 田中　千尋

 課　　長 岩内　　陽 ● ■
 課長補佐 植木　洋一 ● ◆ ■
 係　　長 今井　伸悟 ◆ ■
 係　　長 大橋　　俊 ● ◆ ■
 係　　長 宮川　和幸 ● ◆ ■
 主　　任 野中　洋志 ◆ ■
 主　　任 小池　陽才 ● ■
 技 術 員 渡辺　　勉 ■
 〃 星川　美沙 ■
 〃 藤井　俊介
 〃 鈴木　淳平
 〃 大野　智也
 〃 伊藤　謙二
 〃 小林　直矢
 〃 鍋谷　光一
 〃 千野　和也
 臨時職員 田辺　幸夫
 〃 押見　幸一

◎森林経営プランナー
　（森林の利用計画や施業の企画実践を行う）

●森林施業プランナー
　（間伐などの施業の提案を行う）

◆フォレストリーダー（現場管理責任者）
■フォレストワーカー（林業作業士）

新たに1名
森林施業プランナー

誕 生!

小池  陽才
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　令和7年5月28日、「第20回　柏崎地域森林組合通常総代会」を柏崎市産業文化会館3階大ホールにおいて、
総代本人出席109名、書面議決書出席50名、合計159名出席のもと開催致しました。
　開会の辞に続き、徳永久行代表理事組合長のあいさつの後、ご来賓の方々よりご祝辞を賜りました。議長には、
第4区総代　高柳町山中の樋口政義氏が選任され議事が進行されました。上程された議案はすべて原案どおり
可決承認されました。

第 1号議案　令和６年度事業報告、貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分案、注記表、附属明細書の承認について

第 2号議案　令和 7年度事業計画（案）の承認について

第 3号議案　令和 7年度賦課金並びに徴収時期及び徴収手数料について

第 4号議案　令和 7年度役員報酬総額の承認について

第 5号議案　一組合員に対する貸付金の最高限度額及び貸付金利率の最高限度の承認について

第 6号議案　借入金最高限度及び借入先決定について

第 7条議案　余裕金の預け入れ先の承認について

第 8条議案　手数料率の決定について

第 9条議案　森林経営長期事業計画の承認について

〈付帯決議〉　本総代会に於いて可決決定した事項中、組合員の権利、義務に影響を与えない軽微な修正並びに
　　　　　　行政庁の指示による変更については、その処理を理事会に一任するものとする。

総 代 会 提 出 議 案 案

第20回通常総代会が開催されました

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　同
様
に
し
て
全
国
各
地
で
の
豪
雨
災
害

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
、
大
規
模
な

土
砂
災
害
に
伴
う
森
林
崩
壊
の
光
景
に
、

無
念
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
併
せ
て
悲
惨
な

光
景
は
、
全
国
で
今
春
発
生
し
た
「
大
規

模
山
林
火
災
」
で
す
。

　と
り
わ
け
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
は
、

実
に
3
、
0
0
0
ha
以
上
を
焼
失
す
る
と

い
う
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
柏

崎
刈
羽
地
域
の
森
林
面
積
に
匹
敵
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
の
森
林
再
生
が
懸
念
さ

　令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
「
能

登
半
島
地
震
」
の
影
響
は
、
間
接
的
に
も

他
の
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
本

県
で
も
新
潟
市
内
で
は
、
深
刻
な
液
状
化

現
象
に
よ
り
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、
現

在
も
な
お
災
害
復
旧
の
最
中
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。更
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

同
年
9
月
の
「
奥
能
登
豪
雨
災
害
」
に
よ

り
心
を
打
ち
ひ
し
が
れ
て
、
同
情
す
る
こ

と
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
心
境
の
み
な
さ
に
、

基
に
事
業
展
開
が
進
む
「
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
令
和
6
年
度
で
「
川

上
」
「
川
中
」
「
川
下
」
の
み
な
さ
ん
が

一
連
の
研
修
を
行
い
、
ま
さ
に
「
つ
な
が

り
」
を
再
認
識
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
選
木
〜
伐
倒
〜
造
材
〜
搬
出

〜
納
材
〜
製
材
〜
加
工
〜
建
築
〜
上
棟
の

各
場
面
に
わ
た
り
学
び
あ
い
ま
し
た
。「
川

上
」
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
製
材
所

や
新
築
現
場
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

た
ち
が
切
っ
た
木
材
が
実
際
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
よ
り
仕
事
に
対
す
る
満
足

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
川
中
」「
川
下
」

の
み
な
さ
ん
も
同
様
に
貴
重
な
経
験
を
得

た
と
好
評
で
し
た
。（
略
）

　売
り
上
げ
の
特
徴
は
、
例
年
ど
お
り
支

障
木
伐
採
や
古
死
木
伐
採
が
多
く
を
占
め

ま
し
た
。
本
業
で
あ
る
主
伐
再
造
林
で
新

道
団
地
に
お
け
る
「
林
相
転
換
」
は
、
初

の
取
り
組
み
で
あ
り
針
葉
樹
の
ス
ギ
を
伐

採
し
、
広
葉
樹
の
コ
ナ
ラ
を
植
栽
す
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
「
ス
ギ
花
粉
」
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
無
花
粉
ス
ギ
や
少
花
粉
ス
ギ
の
植

栽
も
行
い
ま
し
た
。

　な
お
、
全
森
連
・
県
森
連
の
主
導
に
よ

り
、
新
道
団
地
等
か
ら
柏
崎
産
の
ス
ギ
は

も
と
よ
り
、
広
く

新
潟
県
内
か
ら
集

ま
っ
た
木
材
が
柏

崎
港
か
ら
初
め
て

中
国
に
輸
出
さ
れ

た
こ
と
も
特
徴
的

な
事
業
で
し
た
。

れ
る
ほ
ど
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
改
め
て
森
林
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
に
な

り
ま
し
た
。

　さ
て
、
令
和
6
年
6
月
か
ら
国
民
1
人

当
た
り
に
等
し
く
「
森
林
環
境
贈
与
税
」

と
し
て
、
1
、
0
0
0
円
が
徴
収
さ
れ
一

旦
国
が
ま
と
め
、
改
め
て
地
方
に
配
分
さ

れ
る
と
い
う
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
当
組

合
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
当
局
の
ご
理

解
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
そ
れ

ぞ
れ
に
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
更
に
そ
れ
ら
が
今
後
充
実
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
、
森
林
整
備
事
業
に

対
し
て
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　一
方
、
長
岡
地
域
振
興
局
の
リ
ー
ド
の

令
和
6
年
度
　事
業
報
告

　
　
　
　
　
　―
事
業
活
動
の
概
要
よ
り
―

徳永代表組合長あいさつ徳永代表組合長あいさつ

樋口議長樋口議長

通常総代会の様子通常総代会の様子

令和6年度  貸借対照表（単位：円） 　　　　　　　　令和7年3月31日現在 令和6年度  損益計算書（単位：円）　　　　　　令和6年4月1日～令和7年3月31日まで

令和6年度　剰余金処分（単位：円）

資産の部 金　額 負債・純資産の部 金　額 科　目 費　用 収　益 損　益

　買掛金
　未払金
　未払消費税
　預り金
　未払法人税等

流動負債合計
　退職給付引当金
　役員退任慰労金引当金
固定負債合計
負 債 合 計
　出資金
　利益剰余金
　資本準備金
純資産合計

2,235,385
3,777,549
22,251,484
126,917,699
1,574,025

156,756,142
29,627,345
643,475
2,482,568
2,953,234
1,535,561
4,864,337
300,423

42,406,943

3,000,000

1,587,003

1,933,600

2,226,400
10,399,554
34,268,649
156,768,534
1,868,114

205,531,251

5,071,199

3,496,089

48,775,109

-42,406,943
6,368,166
2,071,199
8,439,365
1,909,086
10,348,451
-1,933,600
8,414,851
1,724,513
10,139,364

388,304
15,217,658
4,661,730
12,598,449
1,933,600

34,799,741
18,126,556
896,000

19,022,556
53,822,297
99,986,000
85,659,501
915,853

186,561,354

流
動
資
産

固
定
資
産

流
動
負
債

固
定
負
債

組
合
員
資
本

繰
延
資
産

指導部門
販売部門
　　森林整備事業
　　利用事業
　　購買事業
合　計
　　人件費
　　旅費・交通費
　　事務費
　　業務費
　　諸税負担金
　　施設費
　　雑費
　　事業管理費計
事業利益
事業外損益
経常利益
特別損益
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税 
当期剰余金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

Ⅰ 当期未処分剰余金
Ⅱ 剰余金処分額
　1.法定準備金
　2.施設準備等積立金
　3.資産整理等積立金
Ⅲ 次期繰越剰余金

当期剰余金の1/5以上 1,683,000
5,000,000
1,000,000

10,139,364

2,456,364

科　目 積算内訳 小　計 合　計

負債・純資産合計 240,383,651

　現金
　預金
　売掛金
　未収金
　棚卸資産
　仮払金
流動資産合計
　建物
　建物附属設備
　構築物
　機械装置
　車両運搬具
　工器具備品
　土地
　森林
有形固定資産合計
　系統出資金
　系統外出資金
外部出資合計
長期前納負担金
固定資産合計
　森林GIS
繰延資産合計
資 産 合 計

72,367
134,467,116

3,281
44,793,160
139,878
530,000

180,005,802
6,895,444
3,143,364
463,454
86,684

2,556,802
3,072,804
22,124,297
4,660,251
43,003,100
9,730,000
732,000

10,462,000
6,223,999
59,689,099
688,750
688,750

240,383,651

森
林
整
備
部
門

事

業

管

理

費
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識
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　つ
ま
り
、
選
木
〜
伐
倒
〜
造
材
〜
搬
出

〜
納
材
〜
製
材
〜
加
工
〜
建
築
〜
上
棟
の

各
場
面
に
わ
た
り
学
び
あ
い
ま
し
た
。「
川

上
」
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
製
材
所

や
新
築
現
場
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

た
ち
が
切
っ
た
木
材
が
実
際
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
よ
り
仕
事
に
対
す
る
満
足

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
川
中
」「
川
下
」

の
み
な
さ
ん
も
同
様
に
貴
重
な
経
験
を
得

た
と
好
評
で
し
た
。（
略
）

　売
り
上
げ
の
特
徴
は
、
例
年
ど
お
り
支

障
木
伐
採
や
古
死
木
伐
採
が
多
く
を
占
め

ま
し
た
。
本
業
で
あ
る
主
伐
再
造
林
で
新

道
団
地
に
お
け
る
「
林
相
転
換
」
は
、
初

の
取
り
組
み
で
あ
り
針
葉
樹
の
ス
ギ
を
伐

採
し
、
広
葉
樹
の
コ
ナ
ラ
を
植
栽
す
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
「
ス
ギ
花
粉
」
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
無
花
粉
ス
ギ
や
少
花
粉
ス
ギ
の
植

栽
も
行
い
ま
し
た
。

　な
お
、
全
森
連
・
県
森
連
の
主
導
に
よ

り
、
新
道
団
地
等
か
ら
柏
崎
産
の
ス
ギ
は

も
と
よ
り
、
広
く

新
潟
県
内
か
ら
集

ま
っ
た
木
材
が
柏

崎
港
か
ら
初
め
て

中
国
に
輸
出
さ
れ

た
こ
と
も
特
徴
的

な
事
業
で
し
た
。

れ
る
ほ
ど
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
改
め
て
森
林
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
に
な

り
ま
し
た
。

　さ
て
、
令
和
6
年
6
月
か
ら
国
民
1
人

当
た
り
に
等
し
く
「
森
林
環
境
贈
与
税
」

と
し
て
、
1
、
0
0
0
円
が
徴
収
さ
れ
一

旦
国
が
ま
と
め
、
改
め
て
地
方
に
配
分
さ

れ
る
と
い
う
制
度
に
な
り
ま
し
た
。
当
組

合
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
当
局
の
ご
理

解
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
そ
れ

ぞ
れ
に
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
更
に
そ
れ
ら
が
今
後
充
実
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
、
森
林
整
備
事
業
に

対
し
て
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　一
方
、
長
岡
地
域
振
興
局
の
リ
ー
ド
の

令
和
6
年
度
　事
業
報
告

　
　
　
　
　
　―
事
業
活
動
の
概
要
よ
り
―

徳永代表組合長あいさつ徳永代表組合長あいさつ

樋口議長樋口議長

通常総代会の様子通常総代会の様子

令和6年度  貸借対照表（単位：円） 　　　　　　　　令和7年3月31日現在 令和6年度  損益計算書（単位：円）　　　　　　令和6年4月1日～令和7年3月31日まで

令和6年度　剰余金処分（単位：円）

資産の部 金　額 負債・純資産の部 金　額 科　目 費　用 収　益 損　益

　買掛金
　未払金
　未払消費税
　預り金
　未払法人税等

流動負債合計
　退職給付引当金
　役員退任慰労金引当金
固定負債合計
負 債 合 計
　出資金
　利益剰余金
　資本準備金
純資産合計

2,235,385
3,777,549
22,251,484
126,917,699
1,574,025

156,756,142
29,627,345
643,475
2,482,568
2,953,234
1,535,561
4,864,337
300,423

42,406,943

3,000,000

1,587,003

1,933,600

2,226,400
10,399,554
34,268,649
156,768,534
1,868,114

205,531,251

5,071,199

3,496,089

48,775,109

-42,406,943
6,368,166
2,071,199
8,439,365
1,909,086
10,348,451
-1,933,600
8,414,851
1,724,513
10,139,364

388,304
15,217,658
4,661,730
12,598,449
1,933,600

34,799,741
18,126,556
896,000

19,022,556
53,822,297
99,986,000
85,659,501
915,853

186,561,354

流
動
資
産

固
定
資
産

流
動
負
債

固
定
負
債

組
合
員
資
本

繰
延
資
産

指導部門
販売部門
　　森林整備事業
　　利用事業
　　購買事業
合　計
　　人件費
　　旅費・交通費
　　事務費
　　業務費
　　諸税負担金
　　施設費
　　雑費
　　事業管理費計
事業利益
事業外損益
経常利益
特別損益
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税 
当期剰余金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

Ⅰ 当期未処分剰余金
Ⅱ 剰余金処分額
　1.法定準備金
　2.施設準備等積立金
　3.資産整理等積立金
Ⅲ 次期繰越剰余金

当期剰余金の1/5以上 1,683,000
5,000,000
1,000,000

10,139,364

2,456,364

科　目 積算内訳 小　計 合　計

負債・純資産合計 240,383,651

　現金
　預金
　売掛金
　未収金
　棚卸資産
　仮払金
流動資産合計
　建物
　建物附属設備
　構築物
　機械装置
　車両運搬具
　工器具備品
　土地
　森林
有形固定資産合計
　系統出資金
　系統外出資金
外部出資合計
長期前納負担金
固定資産合計
　森林GIS
繰延資産合計
資 産 合 計

72,367
134,467,116

3,281
44,793,160
139,878
530,000

180,005,802
6,895,444
3,143,364
463,454
86,684

2,556,802
3,072,804
22,124,297
4,660,251
43,003,100
9,730,000
732,000

10,462,000
6,223,999
59,689,099
688,750
688,750

240,383,651

森
林
整
備
部
門

事

業

管

理

費
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努
め
魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
目
指
し
ま
す
。
と

り
わ
け
令
和
８
年
度
に
向
け
て
職
員
の
新
規
採

用
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
森
林
づ
く
り
」
で
は
、
新
し
い
測
量
機
器
類

を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、
大
幅
な
省
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
本
業
で
あ
る
森
林
経
営
計
画
で

の
新
た
な
団
地
確
保
に
努
め
ま
す
。
素
材
の
販

売
先
も
系
統
と
歩
調
を
合
せ
て
、
A
〜
D
材
そ

れ
ぞ
れ
に
効
率
よ
く
、
か
つ
、
有
利
な
対
応
を

考
慮
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
柏
崎
港
か
ら
の
輸

出
に
２
年
目
と
し
て
取
り
組
み
、
輸
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
当
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
組
合

自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事

業
展
開
に
欠
か
せ
な
い
同
業
者

や
協
力
業
者
の
み
な
さ
ん
と
一

体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
を
見
据
え
た
「
第
４
期
中
期
経
営
画
」
を
昨

年
度
定
め
ま
し
た
。
そ
の
経
営
理
念
は
引
き
続

き
「
私
た
ち
は
緑
豊
か
な
森
林
を
育
み
、
組
合

の
発
展
の
た
め
、
組
合
員
や
私
た
ち
従
業
員
の

生
活
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
」
で
す
。

「
組
織
の
基
盤
づ
く
り
」
で
は
、
長
い
間
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
「
本
所
・
古
町
事
業
所
の
一
本

化
」
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
の
方
針
決
定
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し
て
い
き
ま

す
。

「
人
づ
く
り
」
で
は
、
引
き
続
き
待
遇
改
善
に

賦課金は、年1回組合員の皆様から負担いただくもので
す。組合員の皆様から徴収された賦課金は、森林管理
や組合の運営に必要な経費を賄うために使用します。
森林組合が提供する様々なサービスや支援を維持する
ために必要です。

―厳しい暑さの中、現場作業に係る技術職員―
令
和
7
年
度
　事
業
計
画

　
　
　
　
　
　         

―
運
営
の
基
本
方
針
よ
り
―

循
環
型
の
林
業
を
目
指
し
て

     

伐
っ
て
〜
使
っ
て
〜
植
え
て

代
表
理
事
組
合
長 

  

　    

徳
　永
　久
　行

　
よ
う
や
く
２
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
令
和
６
年
度
が

終
わ
っ
た
。が
、正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、広
く
国
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
、昨
年
の
６
月
に
徴
収
を
始
め
た
森

林
環
境
税
の
行
方
も
注
目
し
て
い
ま

す
。こ
れ
を
原
資
に
し
て
、国
〜
新
潟

県
〜
柏
崎
市
・
刈
羽
村
に
森
林
環
境

贈
与
税
と
し
て
配
分
さ
れ
、林
業
の

様
々
な
事
業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
当
組
合
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
事
業
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ソ
フ
ト
事
業
に
対

し
て
も
柏
崎
市
か
ら
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
す
。

　
私
は
、「
森
林
は
、人
も
育
て
る
」を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、人
工
林
の
60
％

ほ
ど
あ
る
樹
齢
50
年
を
迎
え
た
森
林

を
、見
出
し
の
よ
う
に
主
伐
し
、そ
の

後
の
植
林
を
確
実
に
行
う「
循
環
型
林

業
」が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
た
だ
、「
ス
ギ
か
ら
ス
ギ
へ
」と
い
う

従
来
の
方
針
を
変
え
て
、「
ス
ギ
か
ら

コ
ナ
ラ
へ
」と
い
う「
林
相
転
換
」を
新

道
団
地
で
試
み
る
な
ど
、考
え
方
が
少

し
づ
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
、柏
崎
地
区
で
の
、令
和
４
年
度
か

ら
新
潟
県
内
で
も
先
進
的
な
取
り
組

み
、「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い

て
、子
供
た
ち
も
含
め
さ
ら
に
多
く
の

み
な
さ
ん
と
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、総
代
会
で
も
申
し
上
げ
た
と

お
り
、新
潟
県
が
行
う「
森
林
組
合
基

盤
強
化
事
業
」に
対
し
て
、現
状
で
の

課
題
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
聞
き
取
り

や
経
営
状
況
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
年
度
末
ま
で
に
出
さ
れ
る
予
定
の
、

当
組
合
の
将
来
像
に
つ
い
て
、（
究
極

は「
森
林
組
合
の
合
併
」で
す
。）機
会

あ
る
ご
と
に
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
夏
も
ま
た
異
常
気
象
に
よ
り「
猛

暑
日
」ど
こ
ろ
か
、「
酷
暑
日
」に
迫
る

日
が
続
い
て
い
ま
す
。屋
外
で
の
作
業

が
宿
命
の
私
た
ち
で
す
が
、「
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
」に
気
を
付
け
な
が
ら
毎
日

奮
闘
し
て
い
ま
す
。組
合
員
の
み
な
さ

ん
も
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

も   

り

令和7年度  損益計算書（単位：千円）　　　　令和7年4月1日～令和8年3月31日まで

科　目 費　用 収　益 損　益
2,250
5,350
20,760
128,360
1,670

158,390
25,460
650
1,800
2,220
1,600
5,000
300

37,030

50

0

2,250
9,640
29,690
153,850
2,020

197,450

1,480

0

39,060

-37,030
2,030
1,430
3,460

0
3,460
-527
2,933
2,456
5,389

指導部門
販売部門
　　森林整備事業
　　利用事業
　　購買事業
合　計
　　人件費
　　旅費・交通費
　　事務費
　　業務費
　　諸税負担金
　　施設費
　　雑費
　　事業管理費計
事業利益
事業外損益
経常利益
特別損益
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税 
当期剰余金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

森
林
整
備
部
門

事

業

管

理

費

組合員さんからのご質問

今年度の賦課金の徴収は7月末となっております。未納の方は納付の方よろしくお願いします。

具
体
的
に
は…

賦課金ってなぁに?
何に使われているの?

●森林管理の支援 森林の巡視や調査、管理活動に必要な資金を提供します。
 　➡ 組合員に対する作業等の見積無料！

●機械や資材の斡旋 林業用の資材など組合員価格で提供するための資金源となります。
 　➡ 組合員に斡旋する品は組合員価格でお得！

●研 修 や 教 育 労働災害の防止や技術向上のための研修を実施、参加する費用を補います。
 　➡ 技術員の技術向上により安心安全な作業を提供します！

夏
到来!!

搬出間伐 防護ズボン着用。「安全対策」は十分に行います。
動画撮影のため、みんなでポーズ!

GNSS測量機器を使用。
「熊よけ対策」をして、
山林に入ります。

下刈作業

調査・測量

空調服も使います。
「熱中症対策」を十分に行います。

令和7年7月11日　柏崎港にて
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努
め
魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
目
指
し
ま
す
。
と

り
わ
け
令
和
８
年
度
に
向
け
て
職
員
の
新
規
採

用
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
森
林
づ
く
り
」
で
は
、
新
し
い
測
量
機
器
類

を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、
大
幅
な
省
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
本
業
で
あ
る
森
林
経
営
計
画
で

の
新
た
な
団
地
確
保
に
努
め
ま
す
。
素
材
の
販

売
先
も
系
統
と
歩
調
を
合
せ
て
、
A
〜
D
材
そ

れ
ぞ
れ
に
効
率
よ
く
、
か
つ
、
有
利
な
対
応
を

考
慮
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
柏
崎
港
か
ら
の
輸

出
に
２
年
目
と
し
て
取
り
組
み
、
輸
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
当
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
当
組
合

自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事

業
展
開
に
欠
か
せ
な
い
同
業
者

や
協
力
業
者
の
み
な
さ
ん
と
一

体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
を
見
据
え
た
「
第
４
期
中
期
経
営
画
」
を
昨

年
度
定
め
ま
し
た
。
そ
の
経
営
理
念
は
引
き
続

き
「
私
た
ち
は
緑
豊
か
な
森
林
を
育
み
、
組
合

の
発
展
の
た
め
、
組
合
員
や
私
た
ち
従
業
員
の

生
活
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
」
で
す
。

「
組
織
の
基
盤
づ
く
り
」
で
は
、
長
い
間
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
「
本
所
・
古
町
事
業
所
の
一
本

化
」
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
の
方
針
決
定
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し
て
い
き
ま

す
。

「
人
づ
く
り
」
で
は
、
引
き
続
き
待
遇
改
善
に

賦課金は、年1回組合員の皆様から負担いただくもので
す。組合員の皆様から徴収された賦課金は、森林管理
や組合の運営に必要な経費を賄うために使用します。
森林組合が提供する様々なサービスや支援を維持する
ために必要です。

―厳しい暑さの中、現場作業に係る技術職員―
令
和
7
年
度
　事
業
計
画

　
　
　
　
　
　         

―
運
営
の
基
本
方
針
よ
り
―

循
環
型
の
林
業
を
目
指
し
て

     

伐
っ
て
〜
使
っ
て
〜
植
え
て

代
表
理
事
組
合
長 

  

　    

徳
　永
　久
　行

　
よ
う
や
く
２
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
令
和
６
年
度
が

終
わ
っ
た
。が
、正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、広
く
国
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
、昨
年
の
６
月
に
徴
収
を
始
め
た
森

林
環
境
税
の
行
方
も
注
目
し
て
い
ま

す
。こ
れ
を
原
資
に
し
て
、国
〜
新
潟

県
〜
柏
崎
市
・
刈
羽
村
に
森
林
環
境

贈
与
税
と
し
て
配
分
さ
れ
、林
業
の

様
々
な
事
業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
当
組
合
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
事
業
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ソ
フ
ト
事
業
に
対

し
て
も
柏
崎
市
か
ら
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
す
。

　
私
は
、「
森
林
は
、人
も
育
て
る
」を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、人
工
林
の
60
％

ほ
ど
あ
る
樹
齢
50
年
を
迎
え
た
森
林

を
、見
出
し
の
よ
う
に
主
伐
し
、そ
の

後
の
植
林
を
確
実
に
行
う「
循
環
型
林

業
」が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
た
だ
、「
ス
ギ
か
ら
ス
ギ
へ
」と
い
う

従
来
の
方
針
を
変
え
て
、「
ス
ギ
か
ら

コ
ナ
ラ
へ
」と
い
う「
林
相
転
換
」を
新

道
団
地
で
試
み
る
な
ど
、考
え
方
が
少

し
づ
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ

ん
、柏
崎
地
区
で
の
、令
和
４
年
度
か

ら
新
潟
県
内
で
も
先
進
的
な
取
り
組

み
、「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い

て
、子
供
た
ち
も
含
め
さ
ら
に
多
く
の

み
な
さ
ん
と
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、総
代
会
で
も
申
し
上
げ
た
と

お
り
、新
潟
県
が
行
う「
森
林
組
合
基

盤
強
化
事
業
」に
対
し
て
、現
状
で
の

課
題
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
聞
き
取
り

や
経
営
状
況
の
調
査
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
年
度
末
ま
で
に
出
さ
れ
る
予
定
の
、

当
組
合
の
将
来
像
に
つ
い
て
、（
究
極

は「
森
林
組
合
の
合
併
」で
す
。）機
会

あ
る
ご
と
に
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
夏
も
ま
た
異
常
気
象
に
よ
り「
猛

暑
日
」ど
こ
ろ
か
、「
酷
暑
日
」に
迫
る

日
が
続
い
て
い
ま
す
。屋
外
で
の
作
業

が
宿
命
の
私
た
ち
で
す
が
、「
熱
中
症

ア
ラ
ー
ト
」に
気
を
付
け
な
が
ら
毎
日

奮
闘
し
て
い
ま
す
。組
合
員
の
み
な
さ

ん
も
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

も   

り

令和7年度  損益計算書（単位：千円）　　　　令和7年4月1日～令和8年3月31日まで

科　目 費　用 収　益 損　益
2,250
5,350
20,760
128,360
1,670

158,390
25,460
650
1,800
2,220
1,600
5,000
300

37,030

50

0

2,250
9,640
29,690
153,850
2,020

197,450

1,480

0

39,060

-37,030
2,030
1,430
3,460

0
3,460
-527
2,933
2,456
5,389

指導部門
販売部門
　　森林整備事業
　　利用事業
　　購買事業
合　計
　　人件費
　　旅費・交通費
　　事務費
　　業務費
　　諸税負担金
　　施設費
　　雑費
　　事業管理費計
事業利益
事業外損益
経常利益
特別損益
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税 
当期剰余金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

森
林
整
備
部
門

事

業

管

理

費

組合員さんからのご質問

今年度の賦課金の徴収は7月末となっております。未納の方は納付の方よろしくお願いします。

具
体
的
に
は…

賦課金ってなぁに?
何に使われているの?

●森林管理の支援 森林の巡視や調査、管理活動に必要な資金を提供します。
 　➡ 組合員に対する作業等の見積無料！

●機械や資材の斡旋 林業用の資材など組合員価格で提供するための資金源となります。
 　➡ 組合員に斡旋する品は組合員価格でお得！

●研 修 や 教 育 労働災害の防止や技術向上のための研修を実施、参加する費用を補います。
 　➡ 技術員の技術向上により安心安全な作業を提供します！

夏
到来!!

搬出間伐 防護ズボン着用。「安全対策」は十分に行います。
動画撮影のため、みんなでポーズ!

GNSS測量機器を使用。
「熊よけ対策」をして、
山林に入ります。

下刈作業

調査・測量

空調服も使います。
「熱中症対策」を十分に行います。

令和7年7月11日　柏崎港にて



❻第41号  令和7年8月5日発行  組合だより

組合員資格の変更手続きについて

令和7年度  スタッフ紹介

発 行
柏崎地域森林組合
〒945-0034
柏崎市三和町9番22号
☎（0257）22-6212

令和7年8月5日

第41号柏崎地域森林組合

組合だより組合だより

2025年4月19日　新道地内でICTシステム（GNSS測量）の紹介と
森林所有者と柏崎地区つなぐプロジェクトメンバーでコナラ苗の植栽が行われました。

次世代にこの木を使っていただけるように山を育てていきます

柏崎地域森林組合 総務企画課
お申し込み・お問合せはこちらまで

TEL 0257-22-6212  FAX 0257-22-6234
URL  https://kashiwazaki-fa.jp/

ホームページ

組合職員が林業を
様々な角度から
情報発信します。

活動の紹介をはじめ
組合に関する様々な
情報を発信します。

組合員がお亡くなりになった場合、または持分譲渡した場合は所定の手続きが必要になります。

人材の育成と組織の活性化を図るため4月1日付けで配置されました。
引き続き各課連携を取り業務を遂行してまいります。

1 組合員の方がお亡くなりになり相続する場合
 「相続による加入申込書」をご提出ください。（相続開始後300日以内に相続人が申請）

2 同一家族の後継者に持分を譲渡する場合
 「持分譲渡届。持分譲渡に伴う加入申込者」をご提出ください。

3 住所の変更、氏名、社名の変更などの場合
 「届出事項変更申請書」をご提出ください。（本人が申請）

業務課（造林・利用・販売・林産・共同施設）総務企画課（庶務・会計・企画・広報・指導ほか）

参　事 米山　　純

課　　長 若月　智美 ◎  ●
書　　記 柄澤　　萌
書　　記 田中　千尋

 課　　長 岩内　　陽 ● ■
 課長補佐 植木　洋一 ● ◆ ■
 係　　長 今井　伸悟 ◆ ■
 係　　長 大橋　　俊 ● ◆ ■
 係　　長 宮川　和幸 ● ◆ ■
 主　　任 野中　洋志 ◆ ■
 主　　任 小池　陽才 ● ■
 技 術 員 渡辺　　勉 ■
 〃 星川　美沙 ■
 〃 藤井　俊介
 〃 鈴木　淳平
 〃 大野　智也
 〃 伊藤　謙二
 〃 小林　直矢
 〃 鍋谷　光一
 〃 千野　和也
 臨時職員 田辺　幸夫
 〃 押見　幸一

◎森林経営プランナー
　（森林の利用計画や施業の企画実践を行う）

●森林施業プランナー
　（間伐などの施業の提案を行う）

◆フォレストリーダー（現場管理責任者）
■フォレストワーカー（林業作業士）

新たに1名
森林施業プランナー

誕 生!

小池  陽才




